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ＦＭe-niwa平成２８年度 第１回放送番組審議会議事録 

 

開催年月日：平成２８年５月２０日（金）１２:００～１３：００ 

   

開催場所：株式会社 あいコミ 恵庭市島松寿町１丁目２８－１０ 

 

審議内容：４月からの新番組「ビビディバビディるう！」について(４月６日放送分) 

 

出席委員数：１０名中、出席７名 

 

前回任期満了に伴う、審議委員の変更があり、番組審議会設置の理由と放送法（一部抜粋）

について、事務局より説明後、表題番組について下記の通り番組の審議がなされました。 

 

【ご意見】 

「ビビディバビディるう！」について 

・番組パーソナリティのキャラクターも明るく、非常に聴きやすかったことと、テーマが

福祉や障がいということだが、明るい気持ちで聴く事が出来、恐らくリスナーでも障がい

のあるなしに関わらず、心を寄せて聴ける番組になっていくと思われる。 

・視覚障がいについて、ご自身以外にはわからないことが多いので、考える機会になる。 

・聴覚障がいにも触れ、手話のコーナーをどのように表現するのかと思っていたが、わか

りやすく、面白く伝えてくれているので良い。 

・ご本人が番組内で年齢を話されていたが、声の第一印象も若々しく、すごく話し慣れて

いて驚いたが、時間帯が夕刻なので、働いている世代としては、平日日中帯などだともっ

と聴けると思う。番組の構成も素晴らしいと感じた。 

・ラジオは見えない媒体で想像するメディアだと思うが、良く風景が想い浮かぶ話し方を

されていてバイタリティもあって良い。 

・職業柄、障がいの子供たちとの接点もあるが、是非そうした保護者などにももっとこの

番組を聴いて頂きたいと感じた。番組宛てにＦＡＸも届いていたが、同じような悩みなど

を持った方にも知ってもらいたい。 

・時間帯の話では、平日聴けない方もいると思うので、土日に是非再放送して頂きたい。 

・福祉に直接的な関わりが少なかったが、この番組を聴いて関心が高まったので、恐らく

そういったリスナーがこれからも増えてくることが期待できると感じた。 

 

番組全般に関して 

 特になし 
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【放送局からの返答】 

・番組への好評をいただきましたので、放送時間聴取者層を鑑み、再放送も検討いたしま

す。 

 

【出席者数】 

総委員数  １０名(敬称略) 

  ○ 出席 ７名 

市川浩樹、井上公博、内倉真由美(代理出席)、田口明美、天水千鶴、早川剛志、薬袋真也 

○ 欠席 ３名 

遠藤萌美、坂上信之、JA道央女性部 

○ 放送事業者側出席  ４名 

      代表取締役 三浦孝史、取締役局長 北岡昌洋、取締役 木内克昌、職員 三浦 真吾           

         

審議会の答申又は、意見の概要を公表した場合の公表内容 

      公 表 方 法 自局内放送および局内掲示板にて 

      公 表 内 容  上記の概要 

 公表年月日  平成２８年  ５月  ２６日 

 


